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データサイエンス 

【代表的な研究テーマ】 

□ 高度交通システムに関する研究 

 

■ 高度交通システム 

■ 車車間通信 

■ 安全運転支援 

■ 高度ナビゲーション 

■ 情報収集と散布 

■ シミュレーション 

課題解決に役立つシーズの説明 

 高度交通システムとは，情報技術を利用して交通の輸送効率，快適性や安全性の向上に寄与する一連の

システム群を指す総称名である．自動車，鉄道，海運，航空などすべての交通が対象となるが，日本では，主

に道路交通と捉えている．私は「安全運転の支援」，「ナビゲーションの高度化」，および他の交通支援システ

ムをサポートする「情報の収集と散布」に研究の軸足を置く．あいおいニッセイ同和損保、滋賀県警察、株式会

社平和堂等と合同研究を行っている. 

■ 安全運転の支援： 危険通知のための強調センシング 

 交通事故防止に関しても様々な研究や取り組みがなされており，歩行者や自転車の存在を周囲の車両に通

知することでドライバーの死角に対する危険認知を早めるという点では共通している．死角に潜む危険の認知

を早めることで事故を防ぐには，車両や歩行者，自転車等の正確な位置，さらには進行方向や速度が重要な

情報となり，いかにしてそれらの情報を取得するかが重要な問題となってくる． 

 交差点近辺の複数車両が撮影した交差点内の映像を車車間通信で交換することができれば，インフラなし

に，自車両から死角となる交差点内の状況把握が可能となるが，車車間通信に無線 LANなどを使用する場

合には，輻輳制御が重要な課題となる．そこで，交差点の複数車両が撮影映像を交換する手法を提案する． 

 無線範囲内の通信帯域を効率良く使用し，高品質な映像を配信するため，交差点を格子領域に分割し予め

各車両の撮影している映像の品質や格子領域，要求する格子領域などの情報を交換する．そして，撮影方向

毎に，要求されている格子領域を高品質な映像で撮影している車両を選定する． 

 

■ ナビゲーションの高度化： 利用者の負担軽減・満足度向上を目指すナビゲーションシステム 

 混雑時の大型駐車場において駐車スペースを見つけるには長い時間を必要とする．この時間を短縮するた

めに，車車間通信技術やセンシング技術などを用いた駐車場ナビゲーションの研究が多くなされているが，リ

アルタイム性やコスト，有効性などの点で実用性の低いものとなっている． 

 駐車場の統計情報と，車両入出庫検知に基づいて各駐車ゾーンにおける駐車待ち時間を予測することで，

車両が駐車場に入ってから駐車を完了するまでの時間と駐車場所から店舗に入るまでの歩行時間の合計が

最小となるナビゲーション手法を提案する． 

 我々の研究グループは

駐車場の統計情報によ

り，各駐車ゾーンにおけ

る駐車待ち時間を予測

し，最新の車両の入出庫

情報に基づき，予測時間

を更新する．この予測を

用いて，提案手法は駐車

時間と歩行時間の合計

が最小となるゾーンをド

ライバーに提示する． 
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